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(57)【要約】
【課題】　ヘイズ値が低く、かつ、透明性が高く、シートとして、ディスプレイデバイス
前面板に貼り合わせた際、ディスプレイ消灯時には前面板外周部黒色枠と表示部の境目を
目立たなくさせ、点灯時には表示部の色味変化し難い着色粘着剤と、それを用いた着色粘
着積層シートを提供すること。
【解決手段】　着色粘着剤組成物を架橋してなる着色粘着剤であって、前記着色粘着剤組
成物は、共重合ポリマーと、架橋剤と、複数の顔料と、を少なくとも含み、前記共重合ポ
リマーは、エステル部に１～１２のアルキル基を含む（メタ）アクリレートモノマー由来
の構造を少なくとも２種以上と、アミド基を含有する共重合性ビニルモノマー由来の構造
と、カルボキシル基又は水酸基を含有する共重合性ビニルモノマー由来の構造と、を含み
、前記着色粘着剤は、厚みを２５μｍとしたときの、Ｌａｂによる色相表示におけるａ値
及びｂ値が－３以上＋３以下であり、前記着色粘着剤は、ゲル分率が４０％～９５％であ
ることを特徴とする、着色粘着剤。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色粘着剤組成物を架橋してなる着色粘着剤であって、
　前記着色粘着剤組成物は、共重合ポリマーと、架橋剤と、複数の顔料と、を少なくとも
含み、
　前記共重合ポリマーは、
　エステル部に１～１２のアルキル基を含む（メタ）アクリレートモノマー由来の構造を
少なくとも２種以上と、
　アミド基を含有する共重合性ビニルモノマー由来の構造と、
　カルボキシル基又は水酸基を含有する共重合性ビニルモノマー由来の構造と、
を含み、
　前記着色粘着剤は、厚みを２５μｍとしたときの、Ｌａｂによる色相表示におけるａ値
及びｂ値が－３以上＋３以下であり、
前記着色粘着剤は、ゲル分率が４０％～９５％であることを特徴とする、着色粘着剤。
【請求項２】
　前記複数の顔料が、カーボンブラック、モノクロシアニン系顔料、ジオキサジン系顔料
を含むことを特徴とする、請求項１に記載の着色粘着剤。
【請求項３】
　前記共重合ポリマーの重量平均分子量が４０万～９０万であることを特徴とする、請求
項１又は２に記載の着色粘着剤。
【請求項４】
　前記共重合ポリマーのガラス転移温度が－４０℃～－２０℃であることを特徴とする、
請求項１～３のいずれか一項に記載の着色粘着剤。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の着色粘着剤を用いて形成された着色粘着剤層と、
透明基材とを有する着色粘着積層シート。
【請求項６】
　前記着色粘着剤層のＬａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値が－３以上＋３以下で
あることを特徴とする、請求項５に記載の着色粘着積層シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着色粘着剤と、それを用いた着色粘着積層シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ナビゲータシステムやメーター表示部など、自動車に搭載される各種電子ディス
プレイデバイスが増加している。このようなディスプレイデバイスは、表示画面部に前面
板、即ち、保護ガラスや保護樹脂板が設けられており、さらに、それらの表面には、飛散
防止フィルムや反射防止フィルム等の多種にわたる機能性フィルムが貼り合わされている
。これらの機能性フィルムを貼り合わせる目的で、着色粘着積層シートが用いられている
。
【０００３】
　自動車に搭載される各電子ディスプレイデバイスは、高温多湿に曝露されて用いられる
ため、着色粘着積層シートにも、高温多湿に適合した信頼性が求められている。さらに、
着色粘着積層シートは、ディスプレイデバイスの表示画面部の前面板に貼り合わされて用
いられるため、長時間光にさらされることとなり、高い耐光性も求められている。
【０００４】
　従来着色粘着シートには、遮光性又は隠蔽性を付与するために、カーボンブラックのみ
により着色されたものが用いられていた。特許文献１～３には、特定の樹脂にカーボンブ
ラックを分散して得られる着色粘着テープ又はシートが提案されている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－１３０５９１号公報
【特許文献２】特開２０１５－１５１４４３号公報
【特許文献３】特開２０１６－０９８３００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　これら特許文献に記載の着色粘着テープ又はシートは、そのもの自体の遮光性又は隠蔽
性が目的のため、全光線透過率が低く（特許文献２では２０％以下、特許文献３では４０
％以下）、透明性が低いため、ディスプレイ表示部に用いると、暗くなりすぎるという問
題があった。特に、ディスプレイデバイス前面に設置する前面板の外周部には、黒色枠が
設けられているので、当該テープ又はシートを前面板に用いた場合、ディスプレイ点灯時
には、表示部が暗く、色味変化が生じる場合があった。
【０００７】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、ヘイズ値が低く、
かつ、透明性が高く、シートとして、ディスプレイデバイス前面板に貼り合わせた際、デ
ィスプレイ消灯時には前面板外周部黒色枠と表示部の境目を目立たなくさせ、点灯時には
表示部の色味変化し難い着色粘着剤と、それを用いた着色粘着積層シートを提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の着色粘着剤は、特定の共重合ポリマーと、着色粘
着剤を特定の色調に調整する複数の顔料と、を少なくとも含むことを特徴とする。即ち、
本発明は下記の通りである。
　本発明（１）は、
　粘着剤組成物を架橋してなる着色粘着剤であって、
　前記着色粘着剤は、共重合ポリマーと、架橋剤と、複数の顔料と、を少なくとも含み、
　前記共重合ポリマーは、
　エステル部に１～１２のアルキル基を含む（メタ）アクリレートモノマー由来の構造を
少なくとも２種以上と、
　アミド基を含有する共重合性ビニルモノマー由来の構造と、
　カルボキシル基又は水酸基を含有する共重合性ビニルモノマー由来の構造と、
を含み、
　前記着色粘着剤は、厚みを２５μｍとしたときの、Ｌａｂによる色相表示におけるａ値
及びｂ値が－３以上＋３以下であり、
　前記着色粘着剤は、ゲル分率が４０％～９５％であることを特徴とする、着色粘着剤で
ある。
　本発明（２）は、
　前記複数の顔料が、カーボンブラック、モノクロシアニン系顔料、ジオキサジン系顔料
を含むことを特徴とする、前記発明（１）の着色粘着剤である。
　本発明（３）は、
　前記共重合ポリマーの重量平均分子量が４０万～９０万であることを特徴とする、前記
発明（１）又は（２）の着色粘着剤である。
　本発明（４）は、
　前記共重合ポリマーのガラス転移温度が－４０℃～－２０℃であることを特徴とする、
前記発明（１）～（３）のいずれかの着色粘着剤である。
　本発明（５）は、
　前記発明（１）～（４）のいずれかの着色粘着剤を用いて形成された着色粘着剤層と、
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透明基材とを有する着色粘着積層シートである。
　本発明（６）は、
　前記着色粘着剤層のＬａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値が－３以上＋３以下で
あることを特徴とする、前記発明（５）の着色粘着積層シートである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、ヘイズ値が低く、かつ、透明性が高く、シートとして、ディスプレイ
デバイス前面板に貼り合わせた際、ディスプレイ消灯時には前面板外周部黒色枠と表示部
の境目を目立たなくさせ、点灯時には表示部の色味変化し難い着色粘着剤と、それを用い
た着色粘着積層シートを提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本願において、（メタ）アクリル又は（メタ）アクリレートと記載した場合には、それ
ぞれ、メタクリル及びアクリル、メタクリレート及びアクリレートを含むものとする。
【００１１】
１．着色粘着剤
　本発明の着色粘着剤は、共重合ポリマーと、架橋剤と、複数の顔料と、を少なくとも含
む粘着剤組成物を架橋してなる。
【００１２】
　本発明の着色粘着剤は、着色粘着剤を２５μｍの厚みとしたときの、Ｌａｂによる色相
表示におけるａ値及びｂ値が－３以上＋３以下であり、－２．５以上＋２．５以下が好ま
しく、－２以上＋２以下がより好ましい。着色粘着剤のＬａｂによる色相表示におけるａ
値及びｂ値が、かかる範囲にある場合には、ニュートラルグレイと呼ばれ、ヘイズ値が低
く、かつ、透明性が高く、シートとして、ディスプレイデバイス前面板に貼り合わせた際
、ディスプレイ消灯時には前面板外周部黒色枠と表示部の境目を目立たなくさせ、点灯時
には表示部の色味変化がし難い効果が得られる。一般に、画像表示部であるガラス体の色
調は、ニュートラルグレイが好ましいとされている。
【００１３】
　Ｌａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値は、ＪＩＳ　Ｚ８７２２：２００９「色の
測定方法－反射及び透過物体色」の分光測光器を用いた分光測色法に準拠して、分光反射
率係数又は分光透過率係数を測定し、その結果から物体色の三刺激値Ｘ、Ｙ、Ｚを求め、
ＪＩＳ　Ｚ８７８１－４：２０１３「測色－第４部：ＣＩＥ１９７６　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空
間」に従って、算出される。以降、同様の方法による。
【００１４】
　また、着色粘着剤のゲル分率は、４０％～９５％であり、４５％～９０％が好ましく、
５０％～８５％がより好ましい。着色粘着剤のゲル分率の測定は、以下の方法で測定する
ことができる。
　剥離ＰＥＴフィルム等の基材に２５μｍの厚みで塗布・乾燥し、架橋させて層状の着色
粘着剤（着色粘着剤層）として養生した層を基材から剥がしとったものを、秤量し、着色
粘着剤の質量とする。次に、着色粘着剤を密閉型容器内に入れる。その後、密閉型容器を
例えば、酢酸エチル等の有機溶剤で満たす。容器を密閉したのち、２５℃の環境下で２４
時間静置する。静置後、有機溶剤中に残った残渣を金属メッシュ等でろ過分取し乾燥後秤
量し、着色粘着剤のゲル分質量とする。このゲル分質量を着色粘着剤の質量で除し、１０
０を掛けたものをゲル分率とする。
【００１５】
　以下に、本発明の着色粘着剤について詳述する。
１－１．着色粘着剤組成物
　本発明にかかる着色粘着剤組成物は、共重合ポリマーと、架橋剤と、複数の顔料と、を
少なくとも含む。
【００１６】
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１－１－１．共重合ポリマー
　本発明にかかる共重合ポリマーは、エステル部に１～１２のアルキル基を含む（メタ）
アクリレートモノマー由来の構造を少なくとも２種以上と、アミド基を含有する共重合性
ビニルモノマー由来の構造と、カルボキシル基又は水酸基を含有する共重合性ビニルモノ
マー由来の構造と、を含むことを特徴とする。
【００１７】
　本発明にかかる１～１２のアルキル基を含む（メタ）アクリレートモノマーとは、（メ
タ）アクリル酸が、１～１２のアルキル基によりエステル化されたモノマーである。１～
１２のアルキル基を含む（メタ）アクリレートモノマーは、直鎖状、分鎖状のいずれでも
よく、直鎖状の（メタ）アクリレートモノマーとしては、メチル（メタ）アクリレート、
エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレ
ート、ペンチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート、ヘプチル（メタ
）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、ノニル（メタ）アクリレート、デシル
（メタ）アクリレート、ウンデシル（メタ）アクリレート、ドデシル（メタ）アクリレー
トを挙げることができる。
　また、分鎖状の１～１２のアルキル基を含む（メタ）アクリレートモノマーとしては、
例えば、イソプロピル（メタ）アクリレート、２－メチル－１－プロピル（メタ）アクリ
レート、２－ブチル（メタ）アクリレート、２－メチル－プロピル（メタ）アクリレート
、２－メチル－２－プロピル（メタ）アクリレート、１－ペンチル（メタ）アクリレート
、２－ペンチル（メタ）アクリレート、３－ペンチル（メタ）アクリレート、２－メチル
－１－ブチル（メタ）アクリレート、３－メチル－１－ブチル（メタ）アクリレート、２
－メチル－２－ブチル（メタ）アクリレート、３－メチル－２－ブチル（メタ）アクリレ
ート、２，２－ジメチル－１－プロピル（メタ）アクリレート、２－ヘキシル（メタ）ア
クリレート、３－ヘキシル（メタ）アクリレート、２－メチル－１－ペンチル（メタ）ア
クリレート、３－メチル－１－ペンチル（メタ）アクリレート、４－メチル－１－ペンチ
ル（メタ）アクリレート、２－メチル－２－ペンチル（メタ）アクリレート、３－メチル
－２－ペンチル（メタ）アクリレート、４－メチル－２－ペンチル（メタ）アクリレート
、２－メチル－３－ペンチル（メタ）アクリレート、３－メチル－３－ペンチル（メタ）
アクリレート、２，２－ジメチル－１－ブチル（メタ）アクリレート、２，３－ジメチル
－１－ブチル（メタ）アクリレート、３，３－ジメチル－１－ブチル（メタ）アクリレー
ト、２，３－ジメチル－２－ブチル（メタ）アクリレート、３，３－ジメチル－２－ブチ
ル（メタ）アクリレート、２－エチル－１－ブチル（メタ）アクリレート、１－メチルヘ
キシル（メタ）アクリレート、ブチルエチル（メタ）アクリレート、ジプロピル（メタ）
アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート等を挙げることができる。
　これらの１～１２のアルキル基を含む（メタ）アクリレートモノマーは、２種以上が用
いられる。
【００１８】
　本発明にかかるアミド基を含有する共重合性ビニルモノマーは、本発明の効果を阻害し
ない限りにおいて、特に限定されない。アミド基を含有する共重合性ビニルモノマーとし
ては、２－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、２－ジエチルアミノエチル（メ
タ）アクリレート、２－ジ－ｎ－プロピルアミノエチル（メタ）アクリレート、３－ジメ
チルアミノプロピル（メタ）アクリレート、４－ジメチルアミノブチル（メタ）アクリレ
ート、Ｎ－［２－（メタ）アクリロイルオキシ］エチルモルホリン等の３級アミノ基を有
する（メタ）アクリル酸エステル類；ビニルピリジン、Ｎ－ビニルカルバゾール、Ｎ－ビ
ニルキノリン等の３級アミノ基を有する芳香族ビニル系化合物類；Ｎ－（２－ジメチルア
ミノ）エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（２－ジエチルアミノ）エチル（メタ）アク
リルアミド、Ｎ－（２－ジ－ｎ－プロピルアミノ）エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－
（３－ジメチルアミノ）プロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（４－ジメチルアミノ）
ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－［２－（メタ）アクリルアミド］エチルモルホリン
等の３級アミノ基を有する（メタ）アクリルアミド類；Ｎ－（２－ジメチルアミノ）エチ



(6) JP 2020-164764 A 2020.10.8

10

20

30

40

50

ルクロトン酸アミド、Ｎ－（２－ジエチルアミノ）エチルクロトン酸アミド、Ｎ－（２－
ジ－ｎ－プロピルアミノ）エチルクロトン酸アミド、Ｎ－（３－ジメチルアミノ）プロピ
ルクロトン酸アミド、Ｎ－（４－ジメチルアミノ）ブチルクロトン酸アミド等の３級アミ
ノ基を有するクロトン酸アミド類；２－ジメチルアミノエチルビニルエーテル、２－ジエ
チルアミノエチルビニルエーテル、３－ジメチルアミノプロピルビニルエーテル、４－ジ
メチルアミノブチルビニルエーテル等の３級アミノ基を有するビニルエーテル類等を挙げ
ることができる。これらは、単独で、又は、複数を組み合せて用いることができる。
【００１９】
　本発明にかかるカルボキシル基又は水酸基を含有する共重合性ビニルモノマーは、本発
明の効果を阻害しない限りにおいて、特に限定されない。
【００２０】
　カルボキシル基を有する共重合性ビニルモノマーとしては、例えば、（メタ）アクリル
酸、２－カルボキシエチル（メタ）アクリレート、クロトン酸、イタコン酸、マレイン酸
、フマル酸等の不飽和カルボン酸類；イタコン酸モノメチル、イタコン酸モノ－ｎ－ブチ
ル、マレイン酸モノメチル、マレイン酸モノ－ｎ－ブチル、フマル酸モノメチル、フマル
酸モノ－ｎ－ブチル等の不飽和ジカルボン酸類と飽和１価アルコール類とのモノエステル
類（ハーフエステル類）、アジピン酸モノビニル、コハク酸モノビニル等の飽和ジカルボ
ン酸のモノビニルエステル類等を挙げることができる。これらは、単独で、又は、複数を
組み合せて用いることができる。
【００２１】
　水酸基を有する共重合性ビニルモノマーとしては、例えば、２－ヒドロキシエチル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチ
ル（メタ）アクリレート等のヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート類、２－ヒドロキ
シエチルビニルエーテル、４－ヒドロキシブチルビニルエーテル等の水酸基含有ビニルエ
ーテル類、２－ヒドロキシエチルアリルエーテル等の水酸基含有アリルエーテル類等を挙
げることができる。これらは、単独で、又は、複数を組み合せて用いることができる。
【００２２】
　これらのモノマーは、公知のラジカル共重合法、イオン共重合法、共縮合法等により共
重合することができる。
【００２３】
　本発明にかかる共重合ポリマーの構造としては、前記構造を有している限りにおいて特
に限定されず、例えば、ランダム共重合ポリマー、交互共重合ポリマー、ブロック共重合
ポリマー、グラフト共重合ポリマー、ブロックグラフト共重合ポリマーのいずれでもよい
。
【００２４】
　本発明にかかる共重合ポリマーの重量平均分子量は、４０万～９０万とすることができ
る。共重合ポリマーの重量平均分子量が、かかる範囲にある場合には、成膜性に優れる。
　また、着色粘着剤組成物を、剥離ＰＥＴフィルム等の基材に塗布・乾燥し、架橋させて
層状の着色粘着剤（着色粘着剤層）とした場合には、粘着力と凝集力のバランスが良好と
なる。分子量が小さすぎると、凝集力が弱すぎて保持力（凝集力）が低くなり、着色粘着
剤層とする際にタレなどが生じて成膜性が悪くなる場合がある。また、分子量が高すぎて
も、成膜性が悪くなったり、粘着力が低くなったりする場合がある。
【００２５】
　共重合ポリマーの重量平均分子量は、ゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）法により
測定することができる。重量平均分子量は、予め、重量平均分子量の特定している複数の
ポリスチレン標準を用いてＧＰＣ分析を行い、その重量平均分子量と、保持時間とで検量
線を作成し、共重合ポリマーをＧＰＣ測定して得られたピークの保持時間を検量線に当て
はめて算出することができる。
【００２６】
　共重合ポリマーのガラス転移温度は、－４０℃～－２０℃とすることができる。共重合
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ポリマーのガラス転移温度は、公知の方法で測定することができ、例えば、ＪＩＳ　Ｋ７
１２１－１９８７「プラスチックの転移温度測定方法」に準拠した方法を用いることがで
きる。具体的な測定方法としては、共重合後の共重合ポリマーを乾燥させものを、ＤＳＣ
装置を用いて測定することができる。
【００２７】
１－１－２．架橋剤
　本発明にかかる架橋剤は、本発明の共重合ポリマーを架橋させ、本発明の効果を阻害す
る物でない限りにおいて特に限定されない。架橋剤としては、イソシアネート系架橋剤、
エポキシ系架橋剤、アジリジン系架橋剤、メラミン系架橋剤、金属キレート系架橋剤等を
挙げることができる。これらは、単独で、又は、複数を組み合わせて用いることができる
。これらのうちイソシアネート系架橋剤及びエポキシ系架橋剤が、好適に用いることがで
きる。
【００２８】
　本発明にかかるイソシアネート系架橋剤としては、少なくともポリイソシアネート化合
物を含むものである。ポリイソシアネート化合物としては、例えば、トリレンジイソシア
ネート、ジフェニルメタンジイソシアネート、キシリレンジイソシアネート等の芳香族ポ
リイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート等の脂肪族ポリイソシアネート、イ
ソホロンジイソシアネート、水素添加ジフェニルメタンジイソシアネート等の脂環式ポリ
イソシアネートなど、及びそれらのビウレット体、イソシアヌレート体、さらにはエチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ネオペンチルグリコール、トリメチロールプロパ
ン、ヒマシ油等の低分子活性水素含有化合物との反応物であるアダクト体等が挙げられる
。
【００２９】
　本発明にかかるエポキシ系架橋剤としては、例えば、１，３－ビス（Ｎ，Ｎ'－ジグリ
シジルアミノメチル）シクロヘキサン、Ｎ，Ｎ，Ｎ'，Ｎ'－テトラグリシジル－ｍ－キシ
リレンジアミン、エチレングリコールジグリシジルエーテル、１，６－ヘキサンジオール
ジグリシジルエーテル、トリメチロールプロパンジグリシジルエーテル、ジグリシジルア
ニリン、ジグリシジルアミン等が挙げられる。
【００３０】
　本発明にかかるアジリジン系架橋剤としては、例えば、ジフェニルメタン－４，４'－
ビス（１－アジリジンカーボキサミド）、トリメチロールプロパントリ－β－アジリジニ
ルプロピオネート、テトラメチロールメタントリ－β－アジリジニルプロピオネート、ト
ルエン－２，４－ビス（１－アジリジンカーボキサミド）、トリエチレンメラミン、ビス
イソフタロイル－１－（２－メチルアジリジン）、トリス－１－（２－メチルアジリジン
）フォスフィン、トリメチロールプロパントリ－β－（２－メチルアジリジン）プロピオ
ネート等が挙げられる。
【００３１】
　本発明にかかるメラミン系架橋剤としては、例えば、へキサメトキシメチルメラミン、
ヘキサエトキシメチルメラミン、ヘキサプロポキシメチルメラミン、ヘキサプトキシメチ
ルメラミン、ヘキサペンチルオキシメチルメラミン、ヘキサヘキシルオキシメチルメラミ
ン、メラミン樹脂等が挙げられる。
【００３２】
　本発明にかかる金属キレート系架橋剤としては、金属原子がアルミニウム、ジルコニウ
ム、チタニウム、亜鉛、鉄、スズなどのキレート化合物があるが、性能の点からアルミニ
ウムキレート化合物が好ましい。アルミニウムキレート化合物としては、例えば、ジイソ
プロポキシアルミニウムモノオレイルアセトアセテート、モノイソプロポキシアルミニウ
ムビスオレイルアセトアセテート、モノイソプロポキシアルミニウムモノオレエートモノ
エチルアセトアセテート、ジイソプロポキシアルミニウムモノラウリルアセトアセテート
、ジイソプロポキシアルミニウムモノステアリルアセトアセテート、ジイソプロポキシア
ルミニウムモノイソステアリルアセトアセテート等が挙げられる。
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【００３３】
　架橋剤の配合量は、配合量は通常共重合ポリマー１００質量部に対し０．０１質量部～
１０質量部とすることができる。
【００３４】
１－１－３．顔料
　本発明の着色粘着剤組成物は、複数の顔料を含む。顔料の材質としては、特に限定され
ず、公知の顔料を含むことができる。複数の顔料を配合した着色粘着剤組成物を架橋させ
た後、当該粘着剤を２５μｍの厚みとしたときの、Ｌａｂによる色相表示におけるａ値及
びｂ値が－３以上＋３以下である。
【００３５】
　本発明にかかる顔料としては、特に限定されず、例えば、顔料として、カーボンブラッ
ク、イソインドリノン系、アントラキノン系、ジオキサジン系、アゾ系、ナフトール系、
キノフタロン系、アゾメチン系、ベンズイミダゾロン系、ペリノン系、ピランスロン系、
キナクリドン系、ペリレン系、フタロシアニン系、スレン系、モノクロシアニン系等を挙
げることができる。これらのうち、好ましいものとしては、カーボンブラック、ジオキサ
ジン系、アゾ系、ナフトール系、キナクリドン系の赤色系顔料、フタロシアニン系、モノ
クロシアニン系の青色系顔料等が挙げられ、最も好ましい顔料としては、カーボンブラッ
ク、モノクロシアニン系顔料、ジオキサジン系顔料を用いることができる。これらの顔料
を混合することで、ニュートラルグレイと呼ばれ、ヘイズ値が低く、かつ、透明性が高く
、シートとして、ディスプレイデバイス前面板に貼り合わせた際、ディスプレイ消灯時に
は前面板外周部黒色枠と表示部の境目を目立たなくさせ、点灯時には表示部の色味変化し
難い効果を得ることができる。
【００３６】
　本発明にかかるカーボンブラックとしては、平均粒子径が好ましくは３０ｎｍ以下、よ
り好ましくは２０ｎｍ以下であり、ＢＥＴ比表面積が好ましくは１００ｍ２／ｇ以上、よ
り好ましくは２５０ｍ２／ｇ以上のものである。画像表示部の光透過率、光散乱率を適宜
の範囲に調整するためには、上記の粒径及びＢＥＴ比表面積を備えていることが好ましい
。
【００３７】
　本発明にかかるカーボンブラックにさらに好まれる特性としては、吸油量が高いこと、
ｐＨ４以下の酸性カーボンであること、揮発分が１０重量％以上であることが挙げられる
。
【００３８】
　前記の特性を充足するカーボンブラックはとしては、例えば、デグサ社（ドイツ）の”
Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ２００（平均粒子径１３ｎｍ、ＢＥＴ比表面積４６０ｍ２

/ｇ、ｐＨ２．５）”、”Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　４（２５ｎｍ、１８０ｍ２/ｇ、
ｐＨ３．０）”、”Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ　２（１３ｎｍ、４６０ｍ２/ｇ、ｐ
Ｈ２.５）”、”Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　６（１７ｎｍ、３００ｍ２/ｇ、ｐＨ２.
５）”、三菱化学社の”＃２３５０（１５ｎｍ、２６０ｍ２/ｇ、ｐＨ２）”、”＃２４
００（１５ｎｍ、２６０ｍ２/ｇ、ｐＨ２）”、”＃１０００（１８ｎｍ、２００ｍ２/ｇ
、ｐＨ３）”、”＃９７０（１６ｎｍ、２５０ｍ２/ｇ、ｐＨ３．５）”、デグサ社の”
Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　５　（２０ｎｍ、２４０ｍ２/ｇ、ｐＨ３）”、キャボッ
ト社の”ＭＯＮＡＲＣＨ１３００（１３ｎｍ、５６０ｍ２/ｇ、ｐＨ３）”、”ＭＯＮＡ
ＲＣＨ１４００（１３ｎｍ、５６０ｍ２/ｇ、ｐＨ３）”、”ＭＯＮＡＲＣＨ１０００（
１６ｎｍ、３４０ｍ２/ｇ、ｐＨ３）”、”Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ１３００（１３ｎ
ｍ、５６０ｍ２/ｇ、ｐＨ３）”、”Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ１４００（１３ｎｍ、５
６０ｍ２/ｇ、ｐＨ３）”、”Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ１０００（１６ｎｍ、３４０ｍ
２/ｇ、ｐＨ３）”、”ＭＯＧＵＬ（２４ｎｍ、１４０ｍ２/ｇ、ｐＨ４）”、”Ｂｌａｃ
ｋ　Ｐｅａｒｌｓ　Ｌ（２４ｎｍ、１４０ｍ２/ｇ、ｐＨ４）”、コロンビア社の”Ｒａ
ｖｅｎ７０００（１１ｎｍ、６４０ｍ２/ｇ、ｐＨ３）”、”Ｒａｖｅｎ５７５０（１２
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ｎｍ、６２０ｍ２/ｇ、ｐＨ３）”、”Ｒａｖｅｎ５０００（８ｎｍ、５８０ｍ２/ｇ、ｐ
Ｈ３）”、”Ｒａｖｅｎ３５００（１３ｎｍ、３８０ｍ２/ｇ、ｐＨ４）”、”Ｒａｖｅ
ｎ５２５０（１６ｎｍ、５９０ｍ２/ｇ、ｐＨ３）”等が挙げられる。これらは、単独で
、又は、複数を混合して用いることができる。
【００３９】
　また、本発明の着色粘着剤の共重合ポリマーが、カルボキシル基又は水酸基を含有する
共重合性ビニルモノマー由来の構造を有するため、酸性カーボンを用いることが好ましい
。好ましいカーボンのｐＨは４以下である。酸性カーボンは、カーボン表面を酸化処理し
て得られる。
【００４０】
　本発明にかかる顔料は、平均粒子径が、０．０１μｍ～５μｍ、より好ましくは０．０
１μｍ～１μｍであるものが好ましく使用される。本発明にかかる顔料の平均粒子径は、
レーザー回折・散乱法によるもの、遠心沈降方式、コールターカウンター、電子顕微鏡等
の通常用いられている測定装置等により測定することができる。
【００４１】
１－１－４．その他の成分
　その他の成分は、必要に応じて、重合開始剤、シランカップリング剤、分散剤、レベリ
ング剤、可塑剤、軟化剤、充填剤、帯電防止剤、老化防止剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤
、光安定剤、界面活性剤等の、粘着剤の分野において一般的な各種の添加剤を含有しても
よい。このような各種添加剤については、従来公知のものを常法により使用することがで
き、特に本発明を特徴づけるものではないので、詳細な説明は省略する。
【００４２】
２．着色粘着剤の製造方法
　着色粘着剤の製造方法は、公知の方法で製造することができ、特に限定されない。製造
方法例を以下具体的に説明する。
【００４３】
　温度計、撹拌機、還流冷却管、窒素導入管を備えたフラスコ中に、原料モノマーである
、１～１２のアルキル基を含む（メタ）アクリレートモノマーを少なくとも２種以上と、
アミド基とを含有する共重合性ビニルモノマーと、カルボキシル基又は水酸基を含有する
共重合性ビニルモノマーと、重合開始剤と、を各所定量加える。ついで窒素導入管から窒
素を導入してフラスコ内を窒素雰囲気とした後、撹拌しながら所定温度で加温して所定時
間、重合反応を行うことにより、所望する重量平均分子量を有する共重合ポリマー溶液を
得ることができる。
【００４４】
　続いて得られた共重合ポリマー溶液に、複数の顔料を所定量加えて均一に分散した後、
架橋剤を所定量加え、着色粘着剤組成物とした後、剥離ＰＥＴフィルム等の基材上に塗布
・乾燥し、架橋させて、層状の着色粘着剤（着色粘着剤層）とすることができる。
【００４５】
　架橋剤の添加は、複数の顔料の添加と同時に行ってもよいが、着色粘着剤組成物とする
直前に添加することが好ましい。複数の顔料と架橋剤を同時に添加すると、架橋反応が始
まり、粘度が高くなるため、複数の顔料が十分に分散せず、着色粘着剤層に色むらなどが
できてしまうおそれがある。粘着剤組成物の架橋反応を完了させ、本発明の着色粘着剤を
得ることができる。
【００４６】
２．着色粘着剤の用途
　本発明の着色粘着剤は、透明基材と積層して、着色粘着積層シートとして用いることが
できる。本発明の着色粘着剤は、透明ではない基材と積層することも可能であるが、後述
するディスプレイデバイス前面板への適用のため、透明な基材が好ましく用いられる。
【００４７】
　本発明にかかる透明基材としては、樹脂フィルム、樹脂板、ガラス等を挙げることがで
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きる。このうち、軽量で、かつ、取り扱いの容易な樹脂フィルムが好ましい。
【００４８】
２－１．着色粘着積層シートの製造方法
　本発明にかかる着色粘着剤組成物は、ロールコーター、リバースコーター、コンマコー
ター、リップコーター、ダイコーター等の塗工機により、剥離ＰＥＴフィルム等の基材に
塗布・乾燥させて着色粘着剤組成物の塗膜とした後、さらに透明基材を貼り合わせる。続
いて、着色粘着剤組成物の塗膜を架橋させることで着色粘着剤層（着色粘着剤）を有する
着色粘着積層シートとする。また、剥離ＰＥＴフィルム等の基材は、製造した着色粘着積
層シートの着色粘着剤層表面上に、そのまま残しておけば、保護フィルムの役割をなすた
め、取り扱い上の便宜を図ることができる。
【００４９】
　本発明の着色粘着剤層の、Ｌａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値は、－３以上＋
３以下とすることが好ましく、－２．５以上＋２．５以下が好ましく、－２以上＋２以下
がより好ましい。着色粘着剤層のＬａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値がかかる範
囲にある場合には、ニュートラルグレイと呼ばれ、ヘイズ値が低く、かつ、透明性が高く
、シートとして、ディスプレイデバイス前面板に貼り合わせた際、ディスプレイ消灯時に
は前面板外周部黒色枠と表示部の境目を目立たなくさせ、点灯時には表示部の色味変化し
難い効果を得ることができる。
【００５０】
２－２．着色粘着積層シートの用途
　本発明の着色粘着積層シートは、ディスプレイデバイス前面板に貼り付けて用いること
ができる。ディスプレイデバイスとしては、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマディ
スプレイ（ＰＤＰ）、ＣＲＴ、エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）等種々の電子ディスプ
レイを挙げることができる。
【実施例】
【００５１】
　次に、本発明を、実施例及び比較例により、さらに具体的に説明するが、本発明は、こ
れらの例によって何ら限定されるものではない。
【００５２】
＜アクリル共重合ポリマー溶液の作製＞
　まず、アクリル共重合ポリマー溶液を作製した。なお、アクリル共重合ポリマーのガラ
ス転移温度、重量平均分子量の測定は、以下の方法に従い行った。
【００５３】
＜ガラス転移温度の測定＞
　ガラス転移温度の測定は、資料を５ｍｇ秤量して、セイコーインスツル社製の示差走査
熱量計（ＤＳＣ）、ＳＳＣ－５２００を用い、昇降温速度１０℃／分で、－７０℃から２
５℃の温度プロファイルによる測定を行ない、変曲点からガラス転移温度を求めた。
【００５４】
＜重量平均分子量の測定＞
　重量平均分子量（Ｍｗ）は、試料を０．１ｇ秤量して、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）
９９．９ｇに添加し、２４時間放置して溶解した。この溶液をゲル浸透クロマトグラフィ
ー（ＧＰＣ）法を用い、標準ポリスチレンにより作成した検量線から、それぞれの分子量
を測定した。
・測定条件
　装置名：東ソー社製、ＨＬＣ－８２２０ＧＰＣ
　サンプル濃度：０．１重量％（ＴＨＦ溶液）
　サンプル注入量：２０μｌ
　溶離液：ＴＨＦ
　流速：０．３００ｍｌ／ｍｉｎ．
　測定温度：４０℃
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【００５５】
＜アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１の製造＞
　温度計、攪拌機、還流冷却管、窒素導入管を備えたフラスコ中に、ｎ－ブチルアクリレ
ートを７５質量部、メチルアクリレートを２１質量部、アクリル酸を３．５質量部、ジメ
チルアクリルアミドを０．５質量部、アゾビスイソブチロニトリルを０．１質量部（、酢
酸エチルを１５０質量部投入し、窒素導入管より窒素を導入してフラスコ内を窒素雰囲気
とした後、６５℃に加温しながら８時間重合反応を行い、アクリル重合体溶液を得た。こ
のアクリル重合体溶液に、固形分が２５％となるように酢酸エチルを加え、ガラス転移温
度－３７℃、重量平均分子量７０万のアクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１を得た。
【００５６】
＜アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－２の製造＞
　温度計、攪拌機、還流冷却管、窒素導入管を備えたフラスコ中に、エチルアクリレート
を７８質量部、２－エチルヘキシルアクリレートを２０質量部、ジメチルアクリルアミド
を１質量部、２－ヒドロキシエチルアクリレートを１質量部、アゾビスイソブチロニトリ
ルを０．１質量部、酢酸エチルを１５０質量部投入し、窒素導入管より窒素を導入してフ
ラスコ内を窒素雰囲気とした後、６５℃に加温しながら８時間重合反応を行い、アクリル
重合体溶液を得た。このアクリル重合体溶液に、固形分が３５％となるように酢酸エチル
を加え、ガラス転移温度－３０℃、重量平均分子量６０万のアクリル共重合ポリマー溶液
Ａ－２を得た。
【００５７】
＜アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－３の製造＞
　温度計、攪拌機、還流冷却管、窒素導入管を備えたフラスコ中にｎ－ブチルアクリレー
ト９６質量部、アクリル酸３．５質量部、ジメチルアクリルアミドを０．５質量部、過酸
化ベンゾイル０．３質量部、酢酸エチル１５０質量部を投入し、窒素導入管より窒素を導
入しフラスコ内を窒素雰囲気とした後、６５℃に加温して８時間重合反応を行い、アクリ
ル重合体溶液を得た。このアクリル重合体溶液に、固形分が２５％となるように酢酸エチ
ルを加え、ガラス転移温度－５０℃、重量平均分子量６０万のアクリル共重合ポリマー溶
液Ａ－３を得た。
【００５８】
＜着色粘着剤（着色粘着剤層）及び着色粘着積層シートの作製＞
　続いてアクリル共重合ポリマー溶液に、複数の顔料と、架橋剤とを加えて着色粘着剤組
成物とし、当該着色粘着剤組成物を剥離ＰＥＴフィルムである透明基材１に塗布・乾燥し
て着色粘着剤組成物の塗膜とした後、当該着色粘着剤組成物の塗膜表面に対し、別の剥離
ＰＥＴフィルムである透明基材２と貼り合わせてから、当該着色粘着剤組成物の塗膜を架
橋させて着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着積層シートとした。尚、着色
粘着剤のゲル分率と、着色粘着剤と着色粘着剤層のＬａｂによる色相表示におけるａ値及
びｂ値と、着色粘着積層シートの信頼性試験と、着色粘着積層シートの全光線透過率及び
ヘイズ値の測定と、着色粘着積層シートの耐光性試験と、着色粘着積層シートのディスプ
レイ消灯時の前面板外周部黒色枠と表示部の見え方の確認と、着色粘着積層シートのディ
スプレイ点灯時の色味変化の確認とは、以下の方法に従い行った。
【００５９】
＜ゲル分率の測定＞
　３８μｍの厚みの剥離ＰＥＴフィルムである透明基材１に対し、着色粘着剤組成物を２
５μｍの厚みで塗布・乾燥して着色粘着剤組成物の塗膜とした後、当該着色粘着剤組成物
の塗膜表面に対し、別の３８μｍの厚みの剥離ＰＥＴフィルムである透明基材２を貼り合
わせてから、温度２３℃、湿度５５％の環境下で、１週間かけて当該着色粘着剤組成物の
塗膜を架橋させて着色粘着剤の層（着色粘着剤層）としてから、当該透明基材１及び透明
基材２を着色粘着剤層から剥がしとったものを、秤量し、着色粘着剤の質量とした。次に
、着色粘着剤層を密閉型容器内に入れた。その後、密閉型容器を酢酸エチルで満たした。
容器を密閉したのち、２５℃の環境下で２４時間静置した。静置後、酢酸エチル中に残っ
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た残渣を金属メッシュ等でろ過分取し乾燥後秤量し、着色粘着剤のゲル分質量とした。こ
のゲル分質量を着色粘着剤の質量で除し、１００を掛けたものをゲル分率とした。
【００６０】
＜Ｌａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値の測定＞
　着色粘着剤の場合、上記実施例のゲル分率の測定で作製した着色粘着剤層の一方の透明
基材を剥がした後、当該着色粘着剤層表面にソーダガラス板を積層してサンプルとした。
　着色粘着積層シートの着色粘着剤層の場合、着色粘着積層シートである、着色粘着剤層
／透明基材の、着色粘着剤層表面にソーダガラス板を積層してサンプルとした。
　尚、これらサンプルサイズは、５０ｍｍ×５０ｍｍとした。
　これらサンプルに対し、島津製作所社製の分光光度計、ＵＶ－２５５０を用い、Ｃ光源
、２°視野の条件にて、Ｌａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値を測定した。
【００６１】
＜信頼性試験＞
　実施例及び比較例の着色粘着積層シートをサンプルサイズ８０ｍｍ×１００ｍｍとした
後、恒温恒室層を用い、１０５℃で１０００時間、８５℃／８５％で１０００時間の環境
に曝した後、サンプルの状態（発泡や剥がれ等）を、以下指標により目視にて、確認した
。
　◎：異常なし
　○：表示を阻害する不具合なし
　△：軽微な発泡又はハガレ有り
　×：表示を阻害する不具合有り
【００６２】
＜全光線透過率及びヘイズ値の測定＞
　実施例及び比較例の着色粘着積層シートである、着色粘着剤層／透明基材の、着色粘着
剤層表面にソーダガラス板を積層してサンプルとした。
　尚、これらサンプルサイズは、５０ｍｍ×５０ｍｍとした。
　これらサンプルに対し、日本電飾工業社製のヘイズメーター、ＮＤＨ２０００を用い、
全光線透過率及びヘイズ値を測定した。
【００６３】
＜耐光性試験＞
　上記＜Ｌａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値の測定＞、＜全光線透過率及びヘイ
ズ値の測定＞で使用した、実施例及び比較例の着色粘着積層シートに対し、スガ試験機社
製の紫外線オートフェードメーター、Ｕ４８ＡＵを用い、４００時間紫外線照射前後のＬ
ａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値と、全光線透過率と、ヘイズ値とを、上述のＬ
ａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値の測定と、全光線透過率及びヘイズ値の測定と
同様の測定方法にて行った。
【００６４】
＜ディスプレイ消灯時の前面板外周部黒色枠と表示部の見え方の確認＞
　実施例及び比較例の着色粘着積層シートを液晶ディスプレイの前面板に貼合し、ディス
プレイの電源を入れない状態で、以下指標により目視にて、前面板外周部黒色枠と表示部
の見え方を観察した。
　○：境目が目立たない
　△：境目がやや目立つ
　×：境目が目立つ
【００６５】
＜ディスプレイ点灯時の色味変化の確認＞
　実施例及び比較例の着色粘着積層シートを液晶ディスプレイの前面板に貼合し、ディス
プレイの電源を入れ、白表示とした上で、以下指標により目視にて、ディスプレイの色味
変化を観察した。
　○：色味変化なし
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　△：やや色味変化している
　×：色味変化している
【００６６】
（実施例１）
＜着色粘着積層シートＢ－１の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、下
記顔料を均一に分散した後、多官能エポキシ樹脂（三菱ガス化学社製、商品名：ＴＥＴＲ
ＡＤ－Ｘ）０．０５質量部を加え、着色粘着剤組成物とした。
カーボンブラック　　　　　　　　　　０．１５質量部　
青色有機顔料（モノクロシアニン系）　０．０５質量部
紫色有機顔料（ジオキサジン系）　　　０．０２質量部
　当該着色粘着剤組成物を、厚み３８μｍの剥離ＰＥＴフィルムに、乾燥後の膜厚が２５
μｍとなるよう塗工・乾燥して形成された、着色粘着剤組成物の塗膜表面に対し、１００
μｍ厚みのＰＥＴフィルム（透明基材）で貼合してから、温度２３℃、湿度５５％の環境
下で、１週間かけて当該着色粘着剤組成物の塗膜を架橋させることにより、実施例１の着
色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着積層シートＢ－１を得た。当該着色粘着
積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サンプルとした。尚、着色粘着剤（着
色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値と
をまとめ、表１に示した。
【００６７】
（実施例２）
＜着色粘着積層シートＢ－２の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、多
官能エポキシ樹脂（三菱ガス化学社製、商品名：ＴＥＴＲＡＤ－Ｘ）０．０２質量部を加
えた以外は、実施例１と同様にして、実施例２の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有す
る着色粘着積層シートＢ－２を得た。当該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥
がして試験用サンプルとした。尚、着色粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着
剤のＬａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００６８】
（実施例３）
＜着色粘着積層シートＢ－３の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、多
官能エポキシ樹脂（三菱ガス化学社製、商品名：ＴＥＴＲＡＤ－Ｘ）０．１質量部を加え
た以外は、実施例１と同様にして、実施例３の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する
着色粘着積層シートＢ－３を得た。当該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥が
して試験用サンプルとした。尚、着色粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤
のＬａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００６９】
（実施例４）
＜着色粘着積層シートＢ－４の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１の代わりにアクリル共重合ポリマー溶液Ａ－２を用
い、当該Ａ－２の固形分１００質量部に対して、イソシアネート系架橋剤（東ソー社製、
商品名：コロネートＬ）１．０質量部を加えた以外は、実施例１と同様にして、実施例４
の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着積層シートＢ－４を得た。当該着色
粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サンプルとした。尚、着色粘着剤
（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ
値とをまとめ、表１に示した。
【００７０】
（実施例５）
＜着色粘着積層シートＢ－５の作製＞
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　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、カ
ーボンブラックを０．３２質量部加えた以外は、実施例１と同様にして、実施例５の着色
粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着積層シートＢ－５を得た。当該着色粘着積
層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サンプルとした。尚、着色粘着剤（着色
粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値とを
まとめ、表１に示した。
【００７１】
＜実施例６＞
＜着色粘着積層シートＢ－６の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、青
色有機顔料（モノクロシアニン系）を０．０８４質量部加えた以外は、実施例１と同様に
して、実施例６の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着積層シートＢ－６を
得た。当該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サンプルとした。
尚、着色粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる色相表示にお
けるａ値及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００７２】
（実施例７）
＜着色粘着積層シートＢ－７の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、紫
色有機顔料（ジオキサジン系）を０．３５質量部加えた以外は、実施例１と同様にして、
実施例７の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着積層シートＢ－７を得た。
当該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サンプルとした。尚、着
色粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる色相表示におけるａ
値及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００７３】
（比較例１）＞
＜着色粘着積層シートＣ－１の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、加
える顔料を、カーボンブラック０．１８質量部のみとした以外は、実施例１と同様にして
、比較例１の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着シートＣ－１を得た。当
該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サンプルとした。尚、着色
粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる色相表示におけるａ値
及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００７４】
（比較例２）
＜着色粘着積層シートＣ－２の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、加
える顔料を、青色有機顔料（モノクロシアニン系）０．５０質量部のみとした以外は、実
施例１と同様にして、比較例２の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着シー
トＣ－２を得た。当該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サンプ
ルとした。尚、着色粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる色
相表示におけるａ値及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００７５】
（比較例３）＞
＜着色粘着積層シートＣ－３の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、加
える顔料を、紫色有機顔料（ジオキサジン系）０．１６質量部のみとした以外は、実施例
１と同様にして、比較例３の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着シートＣ
－３を得た。当該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サンプルと
した。尚、着色粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる色相表
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示におけるａ値及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００７６】
（比較例４）
＜着色粘着積層シートＣ－４の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１の代わりにアクリル共重合ポリマー溶液Ａ－５を用
いた以外は、実施例１と同様にして、比較例３の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有す
る着色粘着積層シートＣ－４を得た。当該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥
がして試験用サンプルとした。尚、着色粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着
剤のＬａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００７７】
（比較例５）
＜着色粘着積層シートＣ－５の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１の固形分１００質量部に対して、多官能エポキシ樹
脂（三菱ガス化学社製、商品名：ＴＥＴＲＡＤ－Ｘ）０．０１質量部を加えた以外は、実
施例１と同様にして、比較例５の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着積層
シートＣ－５を得た。当該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サ
ンプルとした。尚、着色粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによ
る色相表示におけるａ値及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００７８】
（比較例６）＞
＜着色粘着積層シートＣ－６の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１の固形分１００質量部に対して、多官能エポキシ樹
脂（三菱ガス化学社製、商品名：ＴＥＴＲＡＤ－Ｘ）０．３質量部を加えた以外は、実施
例１と同様にして、比較例６の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着積層シ
ートＣ－６を得た。当該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サン
プルとした。尚、着色粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる
色相表示におけるａ値及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００７９】
（比較例７）
＜着色粘着積層シートＣ－７の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、カ
ーボンブラックを０．３８質量部加えた以外は、実施例１と同様にして、比較例７の着色
粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着積層シートＣ－７を得た。当該着色粘着積
層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サンプルとした。尚、着色粘着剤（着色
粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値とを
まとめ、表１に示した。
【００８０】
（比較例８）
＜着色粘着積層シートＣ－８の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、青
色有機顔料（モノクロシアニン系）を０．１１質量部加えた以外は、実施例１と同様にし
て、比較例８の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着積層シートＣ－８を得
た。当該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サンプルとした。尚
、着色粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる色相表示におけ
るａ値及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００８１】
（比較例９）
＜着色粘着積層シートＣ－９の作製＞
　アクリル共重合ポリマー溶液Ａ－１に、当該Ａ－１の固形分１００質量部に対して、紫
色有機顔料（ジオキサジン系）を０．４５質量部加えた以外は、実施例１と同様にして、
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比較例９の着色粘着剤の層（着色粘着剤層）を有する着色粘着積層シートＣ－９を得た。
当該着色粘着積層シートの剥離ＰＥＴフィルムを剥がして試験用サンプルとした。尚、着
色粘着剤（着色粘着剤層）のゲル分率と、着色粘着剤のＬａｂによる色相表示におけるａ
値及びｂ値とをまとめ、表１に示した。
【００８２】
【表１】

【００８３】
　実施例１～７の着色粘着積層シートＢ－１～Ｂ－７は、信頼性試験と、全光線透過率及
びヘイズ値の測定と、耐光性試験と、ディスプレイ消灯時の前面板外周部黒色枠と表示部
の見え方の確認と、ディスプレイ点灯時の色味変化の確認全てに問題がなかった。そのた
め、ディスプレイデバイス前面板に貼り合わせた際、ディスプレイ消灯時には前面板外周
部黒色枠と表示部の境目を目立たなくさせ、点灯時には表示部の色味変化し難い着色粘着
剤と、それを用いた着色粘着積層シートを得ることができた。
【００８４】
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　これに対し、比較例１～３の着色粘着積層シートＣ－１～Ｃ－３では、単独の顔料を用
いたが、着色粘着剤のＬａｂによる色相表示におけるａ値及びｂ値の両方又はいずれかが
、大きい又は小さい値となり、ディスプレイを点灯した際、色味が変化してしまった。加
えて、比較例２及び３の着色粘着積層シートＣ－２及びＣ－３では、ディスプレイを消灯
した際、ディスプレイ前面板外周部黒色枠と表示部の境目が目立ってしまった。
　比較例４の着色粘着積層シートＣ－４では、（メタ）アクリレートモノマー由来の構造
が１種しかないアクリル共重合ポリマー溶液を用いたが、信頼性試験において、微発泡と
ハガレが発生してしまった。
　比較例５及び６の着色粘着積層シートＣ－５及びＣ－６では、架橋剤添加量が、実施例
１の着色粘着積層シートＢ－１と比較し、少量又は多量であったが、信頼性試験において
、発泡やハガレが発生してしまった。
　比較例７～９の着色粘着積層シートＣ－７～Ｃ－９は、３種類の顔料の内、いずれか１
種の顔料が、実施例１の着色粘着積層シートＢ－１と比較し、多量であったが、着色粘着
剤のＬａｂによる色相表示におけるｂ値が、大きい又は小さい値となり、ディスプレイを
点灯した際、色味が変化してしまった。
【００８５】
　以上、本発明の好適な実施の形態について説明したが、本発明は上述した形態に限定さ
れない。すなわち、特許請求の範囲に記載された発明の範囲内で当業者が想到し得る他の
形態又は各種の変更例についても本発明の技術的範囲に属するものと理解される。
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